
事業完了［様式-４］ 高規格堤防整備事業【酉島地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
周辺住宅との調和と快適性を確保するため、下流側の

擁壁に傾斜をつけて周辺住宅への圧迫感をなくす整備
を行った。

（事業前）

②細部設計、材料等の選定の考え方
堤内側の擁壁は、住宅に近接しており、近景で目に入る

ため、周辺と調和させるため、明度、彩度を抑え、かつ、直
線的で冷たい印象を和らげ、テクスチャー（質感）を豊かにす
るために、肌理の粗い仕上がりとした。

●景観形成の目標像

都心部における周辺住宅環境等への影響を極力少なくし、周辺住宅地等との調和

を図り、周辺景観の保全に努める。

事業箇所

【平面図】

１期事業として、 UR及び
大阪市の賃貸住宅の建
設、大阪市営住宅の建て
替えのための仮移転用リ
ロケーション住宅建設が
行われ、高規格堤防整備
を完了している。今回、大
阪市営住宅の建て替えが
具体化したことに伴い、２
期事業として高規格堤防
整備を実施した。

写真②

①

②

写真①

（事業後）



事業完了［様式-４］高規格堤防整備事業【生江地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
既存の自然景観と調和させ安全性・快適性を確保する

ため、コンクリートなどの人工的な材料は必要最小限の

使用で整備を行った。

（事業前）

②細部設計、材料等の選定の考え方

隣接する城北公園の自然景観と調和させるため、堤内

地側の盛土端部はコンクリート擁壁を使用せず、 法面形

状とし緑化を施した。

●景観形成の目標像

景観の大きな変化に留意し、都心部の周辺景観（城北公園、城北ワンド、住宅地

等）と調和させる。

①

②

事業箇所

【平面図】

生江地区において
、生江保育所跡地
を上流の城北公園
と一体的に整備を
行う大阪市の城北
公園整備事業に併
せ、高規格堤防整
備を実施した。

写真①

写真②

城北公園

城北公園



事業完了［様式-４］淀川直轄河川改修事業【番田地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
自然景観と調和させ安全性を確保するため、川表側と

川裏側の盛土部は法面を1枚法とした。

（事業前）

②細部設計、材料等の選定の考え方
従前の自然景観と調和させるため、既設の構造に近い

ﾌﾞﾛｯｸ積み擁壁等を採用した。

●景観形成の目標像
従前の自然景観を保全するため、堤防の連続区間に配慮した違和感のない構造と
する。

「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、浸透対策を実施し、早期に水害リスクの
低減を図るため堤防強化を実施した。

①

②

事業箇所

【平面図】

高槻
出張所

ドレーン工

緩傾斜化

整備前浸潤線整備後浸潤線

L=0．30ｋｍ

L=0．35ｋｍ L=0．475ｋｍ

A
A’

【横断図 A-A’】

写真①

写真②



事業完了［様式-４］淀川直轄河川改修事業【柱本地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
自然景観と調和させ安全性を確保するため、川表側の

盛土部は法面を１枚法とした。

（事業前）

②細部設計、材料等の選定の考え方
従前の自然景観と調和させるため、既設の構造に近い

ﾌﾞﾛｯｸ積み擁壁等を採用した。

事業箇所

●景観形成の目標像
従前の自然景観を保全するため、堤防の連続区間に配慮した違和感のない構造と

する。

「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、浸透対策を実施し、早期に水害リスクの
低減を図るため堤防強化を実施した。

【平面図】

【横断図 A-A’】
ドレーン工

緩傾斜化

整備前浸潤線

整備後浸潤線

L=1．6ｋｍ

L=0．35ｋｍ L=0．35ｋｍ

A
A’

①

②

写真①

写真②



近畿地方整備局
事業完了［様式-４］木津川直轄河川改修事業【井手地区】（一般検討事業）

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
河川内には豊かな自然環境があることから、

周辺の景観との調和に配慮し、ブロックマットの上
から覆土を行い、表面に張芝を行った。

②細部設計、材料等の選定の考え方
堤内側は、住宅や田畑が存在していることから、

周辺の景観と調和させるため、裏法尻補強部につ
いては明度、彩度を抑えた２次製品を使用した。

（事業前）

●景観形成の目標像
井手地区における木津川の自然豊かな眺望を保全する。

①

②

堤防強化 L=1,600m【事業箇所】

堤防強化事業：
多数の人命被害等が生じ
る恐れがある区間において、
堤防決壊の防止又は決壊ま
での時間を引き延ばすため
に堤防強化を行った。

裏法尻補強 L=2,000m

大阪府 奈良県

滋賀県

京都府

井手

13.5k

17.5k

15.0k

16.0k

裏法尻補強

遮水シート+ブロックマット 川裏川表



事業完了［様式-４］
近畿地方整備局

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
堤防周辺の水田や畑、対岸側の河畔林との調和

のため、 堤防の緑化を行った。

②細部設計、材料等の選定の考え方
自然景観と調和させるため、連節ブロックの覆土型

を採用し、緑化を行った。

●景観形成の目標像
周辺の緑（河畔林、堤防の緑、田畑）と一体化させ、

田園風景に配慮した河川空間を創出する。

由良川直轄河川改修事業【下東地区】（一般検討事業）

（事業後）（事業前）
①

②

写真

事業箇所

（平面図）

下東地区

丸田地区

由良川直轄河川改修事業：
由良川下流域右岸の舞鶴市下東地区の築堤を整備した。

（横断図AA’）

樋門1基

写真①

写真②



事業完了［様式-４］九頭竜川直轄河川改修事業【江上地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
周辺の自然景観と調和させるため、現況の法面と同等勾配と
し、なだらかに擦り付ける。

②細部設計、材料等の選定の考え方
整備による周辺景観への影響を軽減するため、従来の河川堤

防整備として盛土部に張芝工を実施した。

（事業前）

●景観形成の目標像
河川及び周辺の自然景観と調和した河川空間

福井市江上町地先

事業箇所

九頭竜川

福井県

（事業後）

く ず りゅうがわ え がみ

②

張芝工を実施し、整備による景観への影

響を軽減

①

現況の法面と同等勾配とし、周辺の自然

景観と調和

（平面図）
A
A’

（横断図AA’）

九頭竜川直轄河川改修事業：
「洪水を安全に流すためのハード対策」として、
当該区間の浸透対策（堤防拡幅（堤外側））を実施。

改良高麗芝

500500
法肩保護コンクリート

H.W.L.+6.442

1.5%

8000

表層工 (再生密粒度アスコン20) t=5cm

18-8-25(高炉)

盛土

+8.342

1:2.766

12646

路盤工 (再生クラッシャーランRC-40) t=12cm
法肩保護コンクリート

18-8-25(高炉)

9000
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坂井市三国町

事業完了［様式-４］九頭竜川直轄河川改修事業【山岸地区】（一般検討事業）
近畿地方整備局

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
整備による周辺景観への影響を軽減するため、現況の法面と同
等勾配とし、既設堤防となだらかに擦り付ける。

②細部設計、材料等の選定の考え方
周辺の自然景観と調和させるため、従来の河川堤防整備として
盛土部に張芝工を実施した。

（事業前）

●景観形成の目標像
河川及び周辺の自然景観と調和した河川空間

坂井市三国町山岸地先

事業箇所

九頭竜川

福井県

（事業後） ①

②

く ず りゅうがわ やまぎし

九頭竜川直轄河川改修事業：
「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、当該区間の浸透対策（堤防拡幅
（堤外側））を実施。

張芝工を実施し、整備による景観への影

響を軽減

現況の法面と同等勾配とし、周辺の自然

景観と調和

（平面図）

（横断図AA’）
1.5%

H.W.L.+3.660
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事業完了 国道８号岩脇地区歩道整備（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
滋賀国道管内景観に配慮した付属物等の整備に関するマス
タープランにある色彩計画に基づき、ダークブラウンを採用し
た。

②細部設計、材料等の選定の考え方
景観に配慮した道路付属物等ガイドラインに基づき、シンプル
な形状とするとともに、透過性の配慮、存在感の低減、人との
親和性に配慮したデザインや材質を選定した。

（事業前）

●景観形成の目標像
家屋や田園景観が混在する景観を基調とした道路空間の形成

①

平面図

国道8号岩脇地区の歩道を整備することで、安全で
快適な歩行空間の確保を図るとともに、田園景観
を基調とした道路空間の形成を行うものである。

②

事業箇所

歩道設置 L=140m



事業完了 国道２１号西円寺地区交差点改良（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
滋賀国道管内景観に配慮した付属物等の整備に関するマス
タープランにある色彩計画に基づき、ダークブラウンを採用し
た。

②細部設計、材料等の選定の考え方
景観に配慮した道路付属物等ガイドラインに基づき、シンプル
な形状とするとともに、透過性の配慮、存在感の低減、人との
親和性に配慮したデザインや材質を選定した。

（事業前）

●景観形成の目標像
家屋等や田園が混在する景観を基調とした道路空間の形成

①

国道21号西円寺地区の交差点改良することで、渋滞
のない安全で快適な交差点改良をするとともに、田園
景観を基調とした道路空間の形成を行うものである。

②

事業箇所

国道８号・２１号
交差点改良 １箇所

平面図
至 敦賀

至 大垣
至 大津



事業完了［様式-４］ 国道163号 木津東バイパス （一般検討事業）
近畿地方整備局

●景観形成の目標像
道路直近に位置する文化財・神社に対し、景観的影響を極力減らし、現状の自然環

境と調和を図る

八木川橋

浅倉宿南トンネル

宿南地区改良小佐川橋

①施設空間の規模・形状・配置等の考え方
事業箇所

岡田國神社への圧迫感を軽減するとともに、自然環境に調和させるため、路線選定
により、神社からの離隔を極力確保しつつ、周辺地域への景観的影響を軽減できる道
路線形・構造を採用した。

②細部設計、材料等の設定の考え方

自然環境と調和させるため、法面の緑化、道路施設（防護柵、
標識柱等）の景観色（ダークブラウン）の採用、擁壁表面の擬
石仕上げなどを行った。

木津東バイパス事業：
木津川市内の中心市街地を通

過する国道24号と国道163号の
重複区間で発生している慢性的
な渋滞緩和を目的とし、東中央
線（京都府事業）と一体となっ
て整備する事業

（事業前）

（事業後）

神社

①

①

②② （防護柵）（法面緑化・標識柱）

（擁壁）② （橋台・擁壁）②

（神社との離隔）

（道路線形）



事業完了［様式-４］ 国道２号 生田川交差点改良 （一般検討事業）
近畿地方整備局

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
周辺空間と上下線境界部の調和を図るため、
ガードレールの統一感を確保した整備を行った。

②細部設計、材料等の選定の考え方
色彩に気を配り、周辺空間と違和感がないよう
配慮した景観色(ダークブラウン)とした。

（事業前）

●景観形成の目標像
都市部らしい町並みを保全するとともに、車道部の上下線境界部を明確
にし、安全で利用しやすい景観空間を形成する。

生田川交差点改良事業：隣接する生田川交差点と新生田川交差
点における交通整流化を目的に、カラー舗装で走行位置を明示
すること等により事故を防止するものである。

①

②

（事業後）



事業完了［様式-４］ 国道2号 須磨浦通５電線共同溝事業（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考
え方
事業区間内の標識支柱等は新設・更新時に選定し
た色彩で統一することを検討する。

（事業前）

●景観形成の目標像
一般国道2号の神戸市須磨区須磨浦通5丁目から
一ノ谷町5丁目までの700mを無電柱化を進め、道路か
ら電柱を無くす歩道改修整備

須磨浦通５電線共同溝事業：災害の防止、安全・円滑な交通の
確保、良好な景観の形成等を図るため、電線共同溝を整備した。

①



事業完了［様式-４］ 新切目歩道橋事業（一般検討事業）
近畿地方整備局

（事業後）

（事業前）
①が確認出来る写真

②が確認出来る写真

事業箇所（平面図）

歩道整備事業：
印南町立切目小学校への歩道が未整備であり歩行者の安全が確保できてい
ないため側歩道橋を設置して安全で安心な歩行空間を整備する。

新切目橋歩道整備 延長 0.2km

事業箇所

位置図

●景観形成の目標像
周囲の景観との調和を考慮

N

①

②

①施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方
新たな構造物の設置により景観が変化する可能性がある
ため、色彩的に周辺環境によくなじむように検討した。

②細部設計、材料等の選定の考え方
高欄の色彩は景観配慮色を基本とし、集落から海をみた
景観の変化について地域の方の意見も踏まえ構造・色彩を
決定した。

集落から海・砂浜を見たときの景観に対する地域の意見を踏まえ、高欄が目立たない
ように色彩はシルバーとした。

（海側）


